
 

 

 

 

 

■日本脳炎予防接種の特例対象者について 

 
 

 

 

 
 

お問い合わせ先  

浦添市保健相談センター 健康づくり課 予防係 ＴＥＬ 098-875-2100 

 

 

 

対象者 
 

 

平成１９年４月１日までに生まれた方で、２０歳未満 
かつ 

過去に4 回接種が済んでいない方。 

※必ず、母子手帳で、過去に何回接種したか

確認してから、病院を予約してください。 
 

接種回数 
 

日本脳炎予防接種４回接種（１期初回：２回、１期追加：１回、 

２期：１回）のうち、未接種回数分 

※接種間隔等、かかりつけ医と相談しながら接種しましょう。 

 

接種費用 

 

無料(20歳になると約9,000円かかります) 

※無料で接種できる可能性がある方へ、日本脳炎２期（４回目）の予診票を

通知しています。必要枚数分の予診票を希望する場合は、浦添市保健相談センター  

までお問い合わせください。 

 

 



 

 

日本脳炎は、日本脳炎ウイルスによって起こる急性の中枢神経(脳や脊髄等)の病気です。 

 動物（主にブタ）の体内でウイルスが増殖された後、そのブタを刺したコガタアカイエ 

カ（水田等に発生する蚊の一種）等の蚊がヒトを刺すことによって感染します。 
ヒトからヒトへ感染することはありません。 

 
 

 

 

 
 

ウイルスを持つ蚊に刺されて感染しても、症状が出ることなく経過する(不顕性感染)場合が

ほとんど(１００人～１,０００人の感染者の中で１人が発病する程度)ですが、発病した場合は 

６～１６日間の潜伏期間後に、高熱、頭痛、嘔吐等の症状が現れ、その後、脳炎による意

識障害（意識が無くなる）やけいれん等の中枢神経系障害が生じます。致死率は２０～４

０％程度、病気が治った場合も 45～70％の人に神経や精神障害等の重い後遺症が残ると

いわれています。必要回数分の日本脳炎ワクチン接種を実施することにより、日本脳炎の発病リ

スクを８０％以上減らすことができるといわれています。ただし、１３歳以上の女性への接種

については、妊娠中若しくは妊娠している可能性がある場合には原則接種しないこととなってい

ます。 

 

 

新型日本脳炎ワクチン（乾燥細胞培養日本脳

炎ワクチン）の主な副反応は、局所の副反応として、接種箇所の紅斑(赤み)、内出血、疼痛

(痛み)、腫脹(腫れ)、そう痒感(かゆみ)等で、全身の反応として、発熱、じんましん、発疹

(ブツブツが出る)等があります。 

その他では、頭痛、咳嗽、鼻漏、咽頭発赤、咽頭痛、嘔吐、下痢、食欲不振、腹痛等が報告さ

れています。多くの場合、数日で自然に治りますが、接種後に気になる症状のある時は、早め

にかかりつけの医師の診察を受けましょう。 
 

 
   

 

定期の予防接種によって引き起こされた副反応により、健康被害が生じた場合には、予防接種

法に基づく補償を受けることができます。 
 

ただし、健康被害が予防接種によって引き起こされたものか、別の要因によるものなの

かの因果関係を、予防接種・感染症医療・法律等、各分野の専門家からなる国の審査会に

て審議し、予防接種によるものと認定された場合に補償を受けることができます。 
 

 

 
 

予防接種法の健康被害救済制度について 

 

日本脳炎ってどんな病気？ 

②蚊がウイルスを保有している動物を刺し、

その後に人を刺す。 

日本脳炎ウイルスの感染経路 

①日本脳炎ウイルスが増殖する。 

 

日本脳炎ワクチンの副反応について 

 １９９４年に予防接種法が改正され、１９４８年に制定されて以来続いていた強制義務接種 

から個別勧奨義務接種(努力義務接種)に切り替わっています。 

 そのため予防接種は強制ではありません。  


